
どうしたらこういう発言を
引き出せるかなー？

そろえる条件は
何かな？

ふりこの実験は，
条件をそろえて…。

変える条件と
変えない条件を…。

ふりこの長さが…。ふりこの重さは…。

理
科
の
教
科
書
の
使
い
方

新しい教科書の使い方 −よりよい授業づくりのために−

理科の教科書の使い方

　小学校理科の教科書は一般的に，右の図のように，問題解決の過
程に沿って構成されています。それぞれの教科書の構成（学習展開）
をもとに授業を進めましょう。

１．授業の準備
（１）本時の目標を確認しましょう。

①教科書の単元全体を見たあと，本時のページを読んで，構成をつ
かみます。

②『教師用指導書』を読んで，単元全体の最終目標（資質・能力の
育成）と本時の目標（問題解決の各過程の目標）を確認します。

③観察・実験などの活動がある場合は，必要なものを事前に準備し
ます。

（２）「理科の見方・考え方」を確認しましょう。
　教科書や教師用指導書を読んで，
本時で扱うことが想定されている

「理科の見方・考え方」を確認しま
す。授業の中のどこで，見方・考
え方を働かせる場面を設定するの
が適切か，あらかじめ考えておき
ましょう。一般的には教師用指導
書に指導例が示されています。

（３）‌�授業に入る前に授業中の教科書の使い方を確認しましょう。
　学習内容や児童の習熟度・適性によって，教科書の適切な使い方
は多様であると思われます。例えば，次のような使い方が考えられ
ます。

２．授業中
○‌�本時の目標につながる行動・記録を集めて，整理していきましょう。

①児童は自ら目標につながる発言をしたり，行動・記録したりすることで本時の目標の達成に近づきます。こ
れらの発言や行動・記録を集めて整理し，目標を達成しましょう。

②児童は自分の生活経験，既習内容，感性などによってさまざまな言葉で表現したり，行動・記録したりし
ます。発言や行動・記録の意図を教師が素早く察知し，児童の考えを進めるために学級全体のコミュニケー
ションを活発にすることが大切です。ここでは主体的・対話的で深い学びを意識しましょう。

③発言や行動・記録で迷っている児童には，教科書のキャラクターの吹き出しのセリフを参考にするのも１つ
の方法です。セリフには教科書によって特徴があるので，場面に応じた効果的な声かけを工夫してみましょ
う。（p.33，p.35 を参考にしてください。）

④児童の発言や行動・記録を集めて整理していき，教師と児童（学級全体）とのコミュニケーションで目標達
成に近づけていきます。そして最終的には児童自らが納得して目標達成（問題解決）を実感できるように
しましょう。

３．授業の最後に
○‌�授業の最後に教科書紙面で確認しましょう。
　授業の最後に，児童が本時の学びを振り返るこ
とができるように，本時の学習内容が教科書のど
の部分にあたるのかを児童に伝えることが大切で
す。授業での学びと教科書の記述内容が結びつき，
確かな学びにつながります。
　余裕があったら教科書に掲載されているコラム

（読み物資料）などを読んだり，その内容について
話し合ったりしてみましょう。そうすることで，
学習内容への興味・関心を高めたり，理解を深め
たりすることができ，深い学びにつながると思わ
れます。

文部科学省HPより改変
注）中学校・高等学校では「探究の過程」とし

て，上と同様の図に「見通し」「振り返り」
が加わりますが，小学校では省略されて
います。

①	 自然事象への気付き

②	 問題の設定

③	 予想や仮説の設定

④	 検証計画の立案

⑤	 観察・実験

⑥	 結果の処理

⑦	 考 察

⑧	 結論の導出

小学校の学習過程例
（問題解決の過程）

使い方（ A ：開いて使う， B ：開かずに使う） 理 由

① 事象提示や活動により問題発見する場面では，教科
書は使用せず（B），問題を設定する場面で初めて使
用する。（A）

・動植物のようすや物理・化学現象などに対して，実際
に見たり感じたりしたことから気づいたことを話し合
う方が興味・関心を高めることが多いと考えられます。

②観察・実験の方法を確認するときに使用する。（A） ・教科書と同じ方法で観察・実験をする場合は，手順や
注意事項をしっかりと確かめることができます。

③結論を確認するときに使用する。（A） ・グループや学級でまとめた結論と教科書の結論を比べ
て，矛盾がないことを確かめることができます。

④コラム（読み物資料）などを読むときに使用する。（A） ・実際に読んで感想を話し合うときなどに使います。

⑤ 問題解決の各場面で，話し合いが活発になるように
活用する。（B）

・教科書は開かずに，教師が教科書のキャラクターのセ
リフを言い換えるなどして，場面に応じて声をかける
と，話し合いが活発になると思われます。
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わゴムをのばすと
どうなるかな。

ゴムのはたらき
　ゴムを引っぱったり，ねじったりすると，
元にもどろうとします。
　ゴムで動く車を作って遊んでみましょう。

問題を見つけよう

強く引きすぎないようにする。注意

うらがわのようす
はずれないように，
セロハンテープなどで
しっかりと，とめる。

動く方向フック

発しゃ台

発しゃ台にもフックをつける。

車を引く方向

わゴムを
発しゃ台の
フックにかける。

車が動く方向

　

①
自
然
事
象
へ
の
気
付
き
（
１
時
間
目
）

気づいたことを話し合いましょう。

問題

予想 　わゴムで車を動かしたことなどから予想しましょう。

計画 　どのように調べればよいか考えましょう。

0cm

5cm

10cm

車の動くきょりが
変わるのは，
どうしてかな。

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はどのようにかわる
だろうか。

わゴムがのびはじめるところを0cm	と
して，5cm，10cm	のところに線を引く。

わゴムを長くのばしたら ,
手ごたえが強くなったね。
手ごたえが強くなると ,
ゴムのはたらきは…。

ゴムをのばす
長さを決めて
調べるといいね。

車は遠くまで
進んだり，あまり
進まなかったり
したね。

気づいたことを話し合いましょう。

問題

予想 　わゴムで車を動かしたことなどから予想しましょう。

計画 　どのように調べればよいか考えましょう。

0cm

5cm

10cm

車の動くきょりが
変わるのは，
どうしてかな。

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はどのようにかわる
だろうか。

わゴムがのびはじめるところを0cm	と
して，5cm，10cm	のところに線を引く。

わゴムを長くのばしたら ,
手ごたえが強くなったね。
手ごたえが強くなると ,
ゴムのはたらきは…。

ゴムをのばす
長さを決めて
調べるといいね。

車は遠くまで
進んだり，あまり
進まなかったり
したね。

けっか　けっかを表にしましょう。

【けっか】
車がうごいたきょり

考えよう　けっかからいえることを考えて,話し合いましょう。

けつろん（まとめ，わかったこと）　

　確認問題・読み物資料など

□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□。

QR
コード

写真など

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目 3 m　30 cm 6 m　50 cm

２回目 3 m　40 cm 6 m　20 cm

３回目 3 m　20 cm 6 m　40 cm

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はかわります。
ゴムを長くのばすほど，ものを動かすゴムの力のはたらきは
大きくなります。

ゴムをのばす長さと，
車がうごいたきょり
との関係は…。

ゴムを長くのばした
ほうが，車が遠くまで
うごいた，ということは…。

けっか　けっかを表にしましょう。

【けっか】
車がうごいたきょり

考えよう　けっかからいえることを考えて,話し合いましょう。

けつろん（まとめ，わかったこと）　

　確認問題・読み物資料など

□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□。

QR
コード

写真など

わゴムを
のばす長さ5 cm10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目3 m　30 cm6 m　50 cm

２回目3 m　40 cm6 m　20 cm

３回目3 m　20 cm6 m　40 cm

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はかわります。
ゴムを長くのばすほど，ものを動かすゴムの力のはたらきは
大きくなります。

ゴムをのばす長さと，
車がうごいたきょり
との関係は…。

ゴムを長くのばした
ほうが，車が遠くまで
うごいた，ということは…。

気づいたことを話し合いましょう。

問題

予想 　わゴムで車を動かしたことなどから予想しましょう。

計画 　どのように調べればよいか考えましょう。

0cm

5cm

10cm

車の動くきょりが
変わるのは，
どうしてかな。

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はどのようにかわる
だろうか。

わゴムがのびはじめるところを0cm	と
して，5cm，10cm	のところに線を引く。

わゴムを長くのばしたら ,
手ごたえが強くなったね。
手ごたえが強くなると ,
ゴムのはたらきは…。

ゴムをのばす
長さを決めて
調べるといいね。

車は遠くまで
進んだり，あまり
進まなかったり
したね。

理
科
の
教
科
書
の
使
い
方

新しい教科書の使い方 −よりよい授業づくりのために−

一般的な理科の教科書の紙面

　小学校理科の教科書の紙面は，一般的に次のように構成されています。（p.31 〜 p.34 の展開にしたがっ
てイラストなどを添えました。）【　　】内は p.28 の「小学校の学習過程例」との対応を示しています。教
科書の問題解決の 1 つ 1 つが学習指導要領の各項目の目標を達成するための学習過程となっています。

１．問題を見つける【①自然事象への気付き】
　学習への導入場面です。自然の事物・現象（動植物や地質・気象・
天文のようす，物理・化学現象など）に対して，主に差異点や共通点
を基に，問題（問題解決の過程の問題文）を見つける場面を設定して
います。3 年で特に重要な場面です。

２．問題【②問題の設定】
　①の自然事象への気付きを基に，活動や話し合いを通して，問題を
設定します。

３．予想【③予想や仮説の設定】
　設定した問題について，生活経験や既習内容を基に，根拠のある予
想や仮説を発想する場面です。4 年で特に重要な場面です。

４．計画【④検証計画の立案】
　自然の事物・現象から見いだした問題についての予想や仮説を基に，
解決の方法（観察や実験の方法）を発想する場面です。5 年で特に重要
な場面です。

５．観察，または実験【⑤観察・実験】
　発想した解決の方法にしたがって観察，または実験を行う場面です。教科書には手順やイラスト・写真な
どが示されています。器具の使い方や注意事項なども掲載されています。

６．結果【⑥結果の処理】
　観察，または実験を行った結果の記録を整理する場面です。
表やグラフ，写真やスケッチなどを用いてまとめます。

７．考察【⑦考察】
　結果を基に，より妥当な考えをつくりだす場面です。グループごとに話し合ったり，学級全体で話し合っ
たりします。６年で特に重要な場面です。

８．結論【⑧結論の導出】
　見いだした問題に対して，問題解決の過程で得た
結論をまとめます。結論文は学習指導要領の各項目
の内容に対応しています。

（２）「 理科の見方・考え方」を確認しましょう。
　小学校学習指導要領解説「理科編」から「理科の見方・考え方」
を整理すると下の表のようになります。

　「見方」とは，「自然の事物・現象をどのような視点で捉えるか」，
「考え方」とは，「どのような考え方で思考していくか」という
ことです。「考え方」は次のように，主に働かせる学年が示され
ています。3 年・比較，4 年・関係付け，5 年・条件制御，6 年・
多面的に考えること。

ゴムのはたらき  
　第１次（4 時間）
　本時：1 時間目　❶②③④

　ここでは，標準的な教科書の紙面を示
しています。この「手引き」を参考に，
それぞれの教科書に沿った授業展開を検
討してみましょう。
　まず，本時の授業に入る前に，教科書
の単元全体を読んで概要を把握します。
その後，教師用指導書を読んで本時の注
意点や指導計画を確認します。

【1 時間目】1. 授業の準備
（１）本時の目標を確認しましょう。
　学習指導要領ではこの学習内容の目標
を次のように定めています。

○風とゴムの力の働き
　風とゴムの力の働きについて，力と物の動く様
子に着目して，それらを比較しながら調べる活動
を通して，次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。
ア　次のことを理解するとともに，観察，実験な

どに関する技能を身に付けること。
（ア） 風の力は，物を動かすことができること。

また，風の力の大きさを変えると，物が動
く様子も変わること。

（イ） ゴムの力は，物を動かすことができること。
また，ゴムの力の大きさを変えると，物が
動く様子も変わること。

イ　風とゴムの力で物が動く様子について追究す
る中で，差異点や共通点を基に，風とゴムの力
の働きについての問題を見いだし，表現すること。

　多くの教科書では「風とゴムの力の働
き」の学習は風とゴムを別々に扱ってい
ますので，ここではゴムの力の働きに
絞って学習展開例を示しています。
　本時（1 時間目）の目標は，上記の「イ」
の「差異点や共通点を基に，ゴムの力の
働きについての問題を見いだし，表現す
ること」にあります。

【準備】ゴムで動く車の材料を用意しま
す。教科書や教師用指導書をよく読んで，
事前に自分で試作してみて，作り方を確
認しておきましょう。

《−小学3年生−ゴムのはたらき（4時間）指導事例》

領 域 エネルギー（物理） 粒子（化学） 生命（生物） 地球（地学）

見 方
主として量的・
関係的な視点

主として質的・
実体的な視点

主として共通性・
多様性の視点

主として時間的・
空間的な視点

その他：原因と結果，部分と全体，定性と定量　など

考え方 比較，関係付け，条件制御，多面的に考えること　など

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目 3 m　30 cm 6 m　50 cm

２回目 3 m　40 cm 6 m　20 cm

３回目 3 m　20 cm 6 m　40 cm
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気づいたことを話し合いましょう。

問題

予想 　わゴムで車を動かしたことなどから予想しましょう。

計画 　どのように調べればよいか考えましょう。

0cm

5cm

10cm

車の動くきょりが
変わるのは，
どうしてかな。

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はどのようにかわる
だろうか。

わゴムがのびはじめるところを0cm	と
して，5cm，10cm	のところに線を引く。

わゴムを長くのばしたら ,
手ごたえが強くなったね。
手ごたえが強くなると ,
ゴムのはたらきは…。

ゴムをのばす
長さを決めて
調べるといいね。

車は遠くまで
進んだり，あまり
進まなかったり
したね。

じっけん わゴムののばし方をかえたときの，
 車の動くきょりを調べましょう。

0cm

5cm

10cm

発しゃ台が
うごかない
ようにしよう。

【けっか】
車がうごいたきょり

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

２回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

３回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

①発しゃ台の5cm	の線まで，わゴムをのば
して手をはなし，車がうごくきょりを調べる。
くり返し，3回調べる。

②わゴムをのばす長さをかえて，①と同じよ
うに調べ，結果を記録する。

		じゅんび：○○○○，○○，○○○，○○○○，○○○

強く引きすぎないようにする。注意

　

⑤
観
察
・
実
験
（
２・３
時
間
目
）

　

②
問
題
の
設
定
（
１
時
間
目
）

　

③
予
想
や
仮
説
の
設
定
・
④
検
証
計
画
の
立
案
（
２・３
時
間
目
）

理
科
の
教
科
書
の
使
い
方

新しい教科書の使い方 −よりよい授業づくりのために−

○予想・計画から実験方法を確認
　児童の予想・計画の話し合いを基に，
学級全体で実験方法を決定します。
　実験方法が，設定した問題を解決でき
る結論を導けるものになるように，教師は
話し合いに助言したり，方針を提案したり
しましょう。この際，前もって教科書を読
んで流れをつかんでおくとよいでしょう。
○‌�実験
　実験方法は１つの例として示していま
す。教科書によって方法が多少異なります。
動く車の作り方，車が動く距離の測り方，
実験の注意などは，教科書・教師用指導書
を参考に，また，物指しや巻き尺の目盛の
読み方もしっかり事前準備をしましょう。
　動く車は，風の力・ゴムの力，両方の
学習で使える想定になっています。
【教科書のキャラクターについて】
　教科書には，児童のキャラクター，教
師のキャラクター，マスコットのような
キャラクターなどが登場し，吹き出しでさ
まざまな発言をしています。
　教科書によって，種類や役割が多少違っ
ていますが，授業を進める上での参考に
なるので，主な役割を確認しておきましょ
う。一般的には，およそ次のような役割
が設定されています。
①児童のキャラクター（図 1）
　対象学年の小学生の役割です。キャラ
クターによって学習内容の習熟度などの
個性は，さまざまに設定されているようで
す。個性にしたがって，授業中に想定さ
れる発言が表現されています。
②教師のキャラクター（図 2）
　児童に質問したり，ヒントを与えたりし
て，学習活動を目標に近づけます。ときに
は③のキャラクターが，教師の役割をする
ことがあります。
③マスコット的キャラクター（図 3）
　親しみやすいデザインでアドバイスやヒン
トを与えます。観察・実験のポイントや見方・
考え方の観点を発言することもあります。

【2・3 時間目】2．授業中
○問題の確認
　１時間目に設定した問題を確認します。時間の間隔があいた場合
は，どんなことに気付いて問題を設定したのか，改めて思い起こさ
せるような声かけをすると，効果的と思われます。
　教科書の問題文は基本的に，学習指導要領の内容に対応する結
論が導き出されるように表現が工夫されていますが，児童の発言，
行動などを基に教師が問題文を言い換えて進めることもできます。
○予想・計画
　予想・計画は，重要な要素ですが，教科書の全ての学習単位で必
ず表現されているわけではありません。学習内容との関連（予想や計
画を考えにくいなど）や紙面の都合で省略されていることもあります。
授業の中では，教科書紙面にない場合でも，必要に応じて予想や計
画をしっかりと実践していくことも考えられます。予想・計画・実験（観
察）・結論の流れが無理なく展開できるように整理しておきましょう。

【1 時間目】2．授業中
○問題の設定につながる発言や行動を
集めて，整理しましょう。

　児童の遊びの中での発言を集めます。
発言に迷っている児童には，教科書のキャ
ラクターの吹き出しのセリフを参考にする
ように声をかけます。教師の問いかけに
よって，問題の設定につながるようにしま
す。授業の最後に次の時間の問題を設定し
ます。また，教科書で問題を確認しましょう。

ゴムのはたらき  
　第１次（4 時間）
　本時：2・３時間目　①❷❸④

【2・3 時間目】1. 授業の準備
（1）本時の目標を確認しましょう。
　本時（２・３時間目）の目標は，次の
２つです。

①観察・実験などを行い，得られた結
果を基に考察し，表現する。

②ゴムの力は，物を動かすことができるこ
と。また，ゴムの力の大きさを変えると，
物が動く様子も変わることを理解する。
目標は評価の観点と結びついています。

　①は「思考力，判断力，表現力等」，
②は「知識及び技能」です。評価につい
ては教師用指導書を参考にしましょう。

（2）理科の見方・考え方を確認しましょう。
　ここで働かせる主な「理科の見方・考
え方」は，「量的・関係的」な見方，「比較
する」考え方です。
　「量的・関係的」な見方では，ゴムの伸
ばし方や車の動く距離などの点が量的な
観点，ゴムの伸ばし方によって手ごたえ
が変わる，ゴムの力の働きが変わる，とい
う点が関係的な観点と整理できます。
　「比較する」考え方では，ゴムの伸ばし方，
車の進む距離などの比較が考えられます。
【準備】実験を行いますので，実験で使う
器具の準備をしておきましょう。パソコン
やタブレットを使うことも考えられます。

注）吹き出しのセリフについて			 
　吹き出しのセリフでは，「〜だよ。」「〜だ
ね。」と明言したり，「〜かな。」「〜は……。」な
どと示唆するような発言をする場合があり
ます。発言の仕方に注目して活用してみま
しょう。

図2図1

図3
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けっか　けっかを表にしましょう。

【けっか】
車がうごいたきょり

考えよう　けっかからいえることを考えて,話し合いましょう。

けつろん（まとめ，わかったこと）　

　確認問題・読み物資料など

□□□□□□□□□□□□□□□□
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QR
コード

写真など

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目 3 m　30 cm 6 m　50 cm

２回目 3 m　40 cm 6 m　20 cm

３回目 3 m　20 cm 6 m　40 cm

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はかわります。
ゴムを長くのばすほど，ものを動かすゴムの力のはたらきは
大きくなります。

ゴムをのばす長さと，
車がうごいたきょり
との関係は…。

ゴムを長くのばした
ほうが，車が遠くまで
うごいた，ということは…。

　

⑥
結
果
の
処
理
・
⑦
考
察
・
⑧
結
論
の
導
出
（
２・３
時
間
目
）

　

⑨
確
認
問
題
・
資
料
な
ど
（
４
時
間
目
）

わゴムをのばすと
どうなるかな。

ゴムのはたらき
　ゴムを引っぱったり，ねじったりすると，
元にもどろうとします。
　ゴムで動く車を作って遊んでみましょう。

問題を見つけよう

強く引きすぎないようにする。注意

うらがわのようす
はずれないように，
セロハンテープなどで
しっかりと，とめる。

動く方向フック

発しゃ台

発しゃ台にもフックをつける。

車を引く方向

わゴムを
発しゃ台の
フックにかける。

車が動く方向

気づいたことを話し合いましょう。

問題

予想 　わゴムで車を動かしたことなどから予想しましょう。

計画 　どのように調べればよいか考えましょう。

0cm

5cm

10cm

車の動くきょりが
変わるのは，
どうしてかな。

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はどのようにかわる
だろうか。

わゴムがのびはじめるところを0cm	と
して，5cm，10cm	のところに線を引く。

わゴムを長くのばしたら ,
手ごたえが強くなったね。
手ごたえが強くなると ,
ゴムのはたらきは…。

ゴムをのばす
長さを決めて
調べるといいね。

車は遠くまで
進んだり，あまり
進まなかったり
したね。

じっけん わゴムののばし方をかえたときの，
 車の動くきょりを調べましょう。

0cm

5cm

10cm

発しゃ台が
うごかない
ようにしよう。

【けっか】
車がうごいたきょり

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り

１回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

２回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

３回目 　 m　　  cm 　 m　　  cm

①発しゃ台の5cm	の線まで，わゴムをのば
して手をはなし，車がうごくきょりを調べる。
くり返し，3回調べる。

②わゴムをのばす長さをかえて，①と同じよ
うに調べ，結果を記録する。

		じゅんび：○○○○，○○，○○○，○○○○，○○○
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車がうごいたきょり

考えよう　けっかからいえることを考えて,話し合いましょう。

けつろん（まとめ，わかったこと）　

　確認問題・読み物資料など

□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□。

QR
コード

写真など

わゴムを
のばす長さ 5 cm 10 cm

う
ご
い
た
き
ょ
り
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３回目 3 m　20 cm 6 m　40 cm

ゴムののばし方をかえると，ものの動き方はかわります。
ゴムを長くのばすほど，ものを動かすゴムの力のはたらきは
大きくなります。

ゴムをのばす長さと，
車がうごいたきょり
との関係は…。

ゴムを長くのばした
ほうが，車が遠くまで
うごいた，ということは…。

理
科
の
教
科
書
の
使
い
方

教師から児童への声かけ例・児童の発言例

○‌�結果
　実験（観察）中は，結果を記録してい
きます。教科書や教師用指導書で結果の
記録の仕方を確認し，指導しましょう。
オリジナルの理科ノートやワークシート
を使うことも考えられます。
　ICT 教育の観点で，パソコンやタブ
レットを使った授業も提案されています
ので，文部科学省のウェブサイトなども
参考にしましょう。
○‌�考察・結論
　考察・結論の過程は，「主体的・対話
的で深い学び」に結びつきやすい活動で
す。結果を基に児童がどのように考え，
発言し，話し合い，結論を導いていくの
かがポイントです。グループ（児童）に
よっては結論が異なる場合もあります
が，なぜ結論が異なったのかを振り返る
ことが大切です。このようなときこそ，
教師の適切な助言が必要です。グループ

（児童）どうしで話し合い，問題を解決
するのが理想的です。学級全体で納得し
て問題解決の目標が達成できるように，
教師が話し合いを活性化するように心が
けましょう。最後に教科書紙面で結論を
確認しましょう。

ゴムのはたらき  
　第１次（4 時間）
　本時：4 時間目　①②③❹

○‌�確認問題・資料など
　単元・小単元の最後には，よくある例
として，確認問題や学習内容に関連する
読み物資料，活動，発展的な学習内容な
どが掲載されています。教科書によって
さまざまです。

①確認問題（確かめよう，など）
　　基礎・基本の定着を図るための問

題です。全ての児童に取り組ませる
ようにしましょう。

②読み物や活動の資料
　　学習内容を広げたり，深めたりする

ことがねらいです。学んだことが日常
生活や社会とどのように関わってい
るのかを知り，理科の学習の意味を
深く掘り下げていくことができます。

③発展的な学習内容
　当該学年の学習指導要領を超え
る内容です。主に上位学年の内容を

＊本手引きの教科書紙面の場面設定，キャラクターのセリフなどを参考にした場合の例です。

○‌�問題を見つける場面　

○‌�問題・予想・計画の場面　

○‌�実験（観察）の場面　

○‌�結果の処理・考察・結論の導出の場面　

どうしたら，車が遠くまで動いた
かな。きちんと調べるには，どう
したらよいか考えてみましょう。

児童が「理科の見方・考え方」を働かせて考えや
すいように問いかけます。

これまでにゴムを使って
遊んだことはありますか？
ゴムを使っておもちゃを
作ったことはありますか？

ゴムの車で遊んでみて，どうしてかな？　と
思ったことはありますか。どんなことですか？

生活経験や既習内容の想起を促すよ
うに問いかけます。

児童が答えやすいように，教科書の表現を言い換
えて問いかけます。

古い輪ゴムは使わないようにしよ
う。伸ばし過ぎると輪ゴムが切れ
ることがあるから気を付けようね。

ゴムを長く伸ばすと，車は遠くまで
動いたかな。
結果の表を使って説明しましょう。

実験の注意点などをしっかりと伝えます。ここで
は発射台を動かさないこともポイントです。

自分のグループの結果からどんなことが言えるか
考えるように問いかけます。グループごとの結論
を集約し，学級全体の結論とします。目標と異な
る結論になったグループには，なぜその結論になっ
たのか実験を振り返るなどの作業を経て，学級全
体の結論で納得できるようにします。

結論の導出までの過程で，児童が「理科の見
方・考え方」を働かせながら，主体的・対話
的に議論する中で，このような発言が出てく
ることが重要です。

輪ゴムを伸ばして飛ばしたこ
とがあるよ。

生活科の授業で，カエルのお
もちゃを作ったよ。

遠くまで動いた車と，近くで
止まった車があったよ。

このように実験中に出る疑問にも，その場で
助言しましょう。この場合は，極端な場合を
除いて，同じ方向の大まかな距離を計ればよ
いこととします。

車が動いた方向がちょっと
違ったけれど，いいのかな。

ゴムを長く伸ばすと，車は遠
くまで動くよ。

ゴムを伸ばす長さを決めて，
車の動く距離を調べてみよう。

ゴムを長く伸ばすと，ゴムの
力が大きくなって，車は遠く
まで動いたんだね。

ゴムを長く伸ばした方が，車
は遠くまで動いたよ。

扱っています。標準授業時数には含まれていませんが，児童
の習熟度に応じて扱ったり，学級全体で資料を読んで話し
合ったりしてみましょう。ここでも学習の広がりや深まりが
期待できます。

○ QR コード等（QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です）　
　令和 2 年度版の教科書から，紙面に QR コード等が掲載され，
各発行者のウェブサイトにあるコンテンツ（動画，PDF 教材，
資料のリンク先など）を閲覧することができるようになりまし
た。パソコンやタブレットを使って，利用してみましょう。
○「主体的・対話的で深い学び」と学習の目標
　「主体的・対話的で深い学び」は授業改善の視点であり，学習
の目標ではありません。学習の目標は，学習指導要領にあるよ
うに，資質・能力の育成です。学習評価は資質・能力の観点で
行われます。指導計画や評価の観点については，各教科書発行
者の教師用指導書やホームページなどで確認できます。
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